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孔。緒言   

近年，通信自由化と技術革新により移動体通信が急  
速に普及しており，各プロバイダlま顧客の利用状況に  

合わせた多様なプランを提供し，顧客獲得に努めてい  

る．本研究では保守サービス契約に関するMurthyand  

AsghaJizadeh［1】，SandohandRinsaka［2】等の研究と  

同様の観点から，移動体通信契約での適切な料金設定方  

法の確立に責献することを意図したモデルを提案する．   

2。仮定と定義   

ここでは，頚客とプロバイダの双方が独占である市場  

を仮定し，移動体通信のプロバイダが，以下の2プラン  

を讃客に提供するという状況を考える．  

プランろ月額基本料金qを支払うことで，各期間に  
つきT時間の無料通話サービスを受けることがで  
きる．但し，T時間を超えた通話に対する単位時  
間当たりの通話料金をclとする．  

プランろ月額基本料金Gと通話時間に応じた通話料  
金を支払うことでサービスを受けることができる．  

但し，単位時間当たりの通話料金はc2とする．  

なお，プロバイダの料金設定が高く，以下に示す顧客の  

期待効用が負となる場合には，顧客は契約を提携しない  
こととする．これをプラン昂と呼ぶ．   

さらに，顧客による単位期間当たりの通話時間を表す  

確率変数を弟（宜＝1，2，…）とし，。弟は平均1ルの指数  

分布に従うと仮定する．但し，ズ0＝0と定義する．さ  
らに，契約期間を表す確率変数をアとし，これは幾何  
分布に従うこととする．なお，r≫1ルとする．   

乱 顧客の期待効用   

顧客がプラン貧を選択する場合の総利益は，顧客が  
移動体通信を利用することによる単位期間当たりの利  
益を月，契約事務手数料をA，端末価格を〟とすると  

T  

〟（A）＝好一A－〟－qr－Cl∑max（0，弟一丁），（1）  
i＝0  

と与えられる．一方，顆客がプラン為を選択する場合  
の総利益は次式で与えられる．  

r  

u（為）＝Ⅳ－A一財－Gr一句∑弟・（2）  
i＝0  

さらに，顧客がプラン昂を選択する場合，すなわち，  

契約を提携しない場合の総利益はu（昂）＝0となる・   

本研究では，絶対的危険回避度一定の効用関数として   

坤）＝ 
（㌘三ニ 

（3）  
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を用いる．ここで，絶対的危険回避度はαである．   

以上のことから，顧客がプラン貧を選択した場合の  
期待効用として   

叫び（為；q，G）】  （4）  

ed（A＋〟）  

1－（ト9）e－α（R－C′）  

α＞0，  

（R－q－㌢e‾〃り（トqトA一喝  

α＝0，  

が得られる・但し，〃－αCl＞0が成立することとし，  
9は解約率であ卑．   

さらに，霹客がプラン為を選択するとき，期待効用は  

呵Ⅴ（為；q，G）】  （5）  

eQ（A＋〟）  

1－（1－9）e－Q（尺－Cタ）  

吉（月－Cき一誉）（ト9トA一喝  

α＝0，  

となる．但し，〃－αC2＞0とする．   

以上に示したプランろ，ろの下での期待効用が負と  

なる場合，顧客は契約を提携しない．このとき，顧客の  

期待効用は，αに関係なく叫び（昂；CJ，G）】＝0となる・   

4．プロバイダの期待利益   

本章では，プロバイダの期待利益を導出する．   
顧客がプラン巧を選択する場合，プロバイダの総利  
益は次式で与えられる．  

打（C′，G；汽）＝A＋qげ  

T T’   

＋cl∑max（0，ズ‘一丁卜dr∑（β汗賦）・  
i＝O  i＝0  

（6）  

但し，単位顧客当たりの契約事務費用をd，単位顧客  
当たりの宜期におけるプロバイダの固定サービス費用を  

βi，単位時間当たりの通話サービス費用をむとする．こ  

こで，呵タi］＝∫とすると，プロバイダの期待利益は  

呵汀（q，G；汽）】  （7）  

－9 ㌘（q  

l-q 
Cle‾〝丁－わ  

A－d＋  －β＋   

となる．   

これに対して，顧客がプラン角を選択する場合，プ  

ロバイダの総利益は次式で与えられる．  

汀（q，G；ろ）  

T T  

＝A十Gで＋c2∑ズ‘－d－∑（筑←賦）■  
iニO  i＝0  

（8）  
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である．ここで，1＞画申＋叫を仮定していることか  

ら・C㌢＞否J・げゝ否βが成立する・但し，α＝0の  

場合には，顧客の期待効用はq，Gに関して単調減少  

関数であるため，草→＋∞，げ→＋∞となる・   

以上のことから，顧客の最適政策P■（CJ，G）は  

したがって，プロバイダの期待利益として  

呵汀（CJ，G；角）】   

＝A項？（G一方＋㌍），  
（9）  

が得られる．   

さらに，顧客がプラン昂を選択する場合，プロバイ  
ダの期待利益は呵打（q，C。；昂）】＝0となる・  

ir（q，G）∈nl，  
ir（q，G）∈n2，（15）  
if（q，G）∈no，  〈蓋  

P■（q，G）  

5．最適政策   

以上では，顧客の期待効用及びプロバイダの期待利  
益を定式化した．ここで，両者の利益構造及びパラメ  
ータ値が共有知識であるとすると，各々の最適行動は，  
Stackelbergゲーム【3］の解として与えられる・以下で  

は，初めに顧客の最適政策を考える．   

5．1顧客の最適政策  

）】とし・これを  

。  

となる．   

5．2 プロバイダの最適政策   

プロバイダの最適政策は顧客の最適政策P＊（q，Cg）  
を念頭においた上で自身の期待利益を最大とするぢ，q  

を決定することである．   

プロバイダがプランろ，ろの月額基本料金を（q，C8）  
∈nlに設定するならば顧客の最適政策はP＊（CJ，Gヒ  
旦となり，プロバイダはq→C才一0，（昔＞G＞C．  
とすることで自身の期待利益を最大とすることができる．  

一方，月額基本料金を（CJ，G）jn2に設声するとき・  
P＊（q，G）＝為となり，G→C．－0，C㌢＞q＞否J  
と設定することでプロバイダの期待利益は最大となる．  

さらに，（q，G）∈noに料金設定を行うと音，層客の  
最適政策はP■（q，G）＝昂となり，プロパイタの期待  
利益は0である．   
したがって．  

C．＋紺n尤－ln（1＋荒e‾－丁）］，α＞0，  

〈   

q＝  
G＋三之二等ニヱ ，α＝0，  

（10）  

が得られる．式（10）の右辺をr（C8）と書くと，r（Cβ）  
はGに関して単調増加関数である・  

㍑誓鉛誠脛0と  
・   

し左   

（16）  β【汀（q，G；P●）】   e‘1（A＋〟）  

α＞0，  

」∵－d・誓（否∵β＋誓 ），   
when CJ→CJ－0，α′＞G＞C。，  

畠諾；告。，  

月一生e‾〃T一撃，α      I▲  
（11）  

と与えられる．但し，1＞ヴeα（A＋叫とする・  

しミラ竺h萱㌍敵詔譜豊島㍊蒜芸芸  
で与えられる，  

が最も大きくなる料金設定が・（CJ，Cβ）＝（C；，C；）で  

ある，   

なお，紙数の都合上，数値例は当日報告する．   
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一撃，α＝0・  
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以上を踏まえて，領域ni（電＝0，1，2）を次のように定  

義する．  

n。＝（（q，G）；げ＞q≧否J，（ガ＞G≧否。），  

nl＝‡（q，C。）；C′＜r（C。），CJ＜否J，C。＜Cざ），  

n。＝（（q，G）；C㌢＞q≧r（G），G＜否。）・  

ここで，各領域の上限となるCJ＝Cア，Cβ＝C㌘軋  

α＞0の場合のCJ，Gに関する期待効用のq，C．軸に  
垂直な漸近線により与えられる．すなわち  

莞e－小ヰ（13）  
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